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今定例会の主な流れ

2/14
開会
市政執行方針・
議案・発議案提案説明

P.2、3

2/22 ～ 3/2 市政執行方針と
議案への質疑 8～13

3/7 ～ 3/20 各委員会の審査 4、5

3/24 採決（議案等の議決）
閉会 6、7

その他
会派の構成� 7
閉会中の委員会報告� 14、15
お知らせ� 15、16

令和5年第1回定例会は、令和5年2月14日

から3月24日までの39日間の会期で開かれ

ました。

今定例会では、令和5年度市政執行方針の

説明があったほか、市長から54議案、議員から

4議案が提出され、各会計予算案や出産育児

一時金の支給額の引き上げに関する条例改正

議案などを含む55議案が可決されました。
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議
案
の
概
要

今
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
主
な
議
案
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全
て
の
議
案
名
と
議
決
結
果
は
６
、７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

各
議
案
の
概
要
は
、
市
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議員提出

市長提出

令
和
５
年
度
の
主
な
取
り
組
み

【
第
１
号
】
令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

【
主
な
事
業
内
容
】

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
対
す
る
支
援
（
予
算
額
：
４
３
１
万
3
千
円
）

　
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
い
わ
れ
る
子
ど
も
た
ち
を
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
相
談
を
開
始
す

る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
士
等
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置
す
る
こ
と
で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
子
ど
も
た

ち
に
寄
り
添
い
ま
す
。

 

町
会
・
自
治
会
へ
の
交
付
金
の
増
額
（
予
算
額
：
８
８
０
１
万
６
千
円
）

　
市
と
町
会
・
自
治
会
と
の
連
携
を
図
り
、
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
め
、

町
会
・
自
治
会
へ
の
交
付
金
を
左
記
の
と
お
り
増
額
し
ま
す
。

〇
１
世
帯
あ
た
り
年
額
３
７
０
円　
➡　
年
額
４
２
０
円
に
増
額

 

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
導
入
（
予
算
額
：
１
５
６
０
万
９
千
円
）

　
公
立
保
育
園
に
お
け
る
保
護
者
の
利
便
性
向
上
や
職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

登
降
園
や
出
欠
席
の
管
理
、
連
絡
帳
等
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
「
保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
」
を

導
入
す
る
も
の
で
す
。

消
防
局
庁
舎
の
建
て
替
え
（
予
算
額
：
４
５
３
４
万
８
千
円
）

　
老
朽
化
し
た
消
防
局
庁
舎
に
つ
い
て
、
国
家
公
務
員
宿
舎

船
橋
行
田
住
宅
跡
地
に
移
転
建
て
替
え
を
実
施
し
ま
す
。
令

和
９
年
度
に
供
用
開
始
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
は
基
本
設

計
及
び
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」
40
周
年
記
念
事
業
（
予
算
額
：
３
１
０
万
円
）

　
昭
和
58
年
に
行
っ
た
「
ス
ポ
ー
ツ
健
康
都
市
宣
言
」
40
周
年
を
記
念
し
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
合
え
る
よ
う
に
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
関
係
者

に
よ
る
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

各 会 計 別 予 算

区　　　　　分 議案番号 予　  算  　額

一　般　会　計 第1号 2239億円

特　
別　
会　
計　

国民健康保険事業 第2号 519億1400万円
公共用地 
先行取得事業 第3号 1億8400万円

船橋駅南口市街地
再開発事業 第4号 6億8200万円

介護保険事業 第5号 472億2400万円
母子父子寡婦
福祉資金貸付事業 第6号 1億1100万円

後期高齢者
医療事業 第7号 91億4800万円

　　　　計�   1092億6300万円

企
業
会
計

地方卸売市場事業 第8号 15億7700万円

病院事業 第9号 281億1000万円

下水道事業 第10号 365億1039万7千円

　　　計�  661億9739万7千円
　特別会計・企業会計� 1754億6039万7千円
　　合　　　計� 3993億6039万7千円

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

　
本
来
、
大
人
が
担
う

と
想
定
さ
れ
て
い
る
家

事
や
家
族
の
世
話
な
ど

を
日
常
的
に
行
っ

て
い
る
子
ど
も
の

こ
と
。
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保
育
所
等
の
安
全
対
策
に
対
す
る
補
助

【
第
11
号
】
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

【
主
な
事
業
内
容
】

私
立
保
育
所
等
の
送
迎
用
バ
ス
へ
の
安
全
装
置
の
装
備
等
に
係
る
経
費
の
補
助

　
子
ど
も
の
安
全
対
策
と
し
て
、
①
送
迎
用
バ
ス
等
の
改
修
（
安
全
装
置
の
装
備
）、
②
登
園

管
理
シ
ス
テ
ム
等
の
導
入
、
③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
子
ど
も
の
見
守
り
タ
グ
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
等
）

の
導
入
に
必
要
な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。

〇
主
な
対
象
施
設　

　
保
育
所
、
認
定
こ
ど
も
園
、
小
規
模
保
育
事
業
、
認
可
外
保
育
施
設

児
童
相
談
所
開
設
等
に
向
け
た
職
員
の
増
員

【
第
17
号
】
職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
改
正
内
容
】

　
児
童
相
談
所
の
開
設
及
び
医
療
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え
に
よ
る
医
療
提
供
体
制
の
充
実
に
向

け
て
職
員
を
増
員
す
る
た
め
、
職
員
定
数
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

①
市
長
の
事
務
部
局
の
職
員　
➡　
１
１
６
人
の
増
員

②
病
院
事
業
の
職
員　
　
　
　
➡　
１
０
０
人
の
増
員

健
康
福
祉
局
の
組
織
改
正

【
第
16
号
】
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
改
正
内
容
】

　
新
た
な
課
題
や
複
雑
化
す
る
課
題
等
に
つ
い
て
効
率
的
な
執
行
を
図
る
組
織
体
制
と
す
る

た
め
、左
記
の
と
お
り
令
和
５
年
４
月
１
日
付
で
健
康
福
祉
局
の
組
織
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

〈
組
織
改
正
の
概
要
〉

〇�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
に
重
層
的
支
援
体
制
整
備
等
を
所
管
す
る
「
福
祉
政
策
課
」
を
新
設

〇
健
康
・
高
齢
部
を
高
齢
者
福
祉
部
と
健
康
部
に
分
割

〇
保
健
所
に
感
染
症
対
策
等
を
所
管
す
る
「
健
康
危
機
対
策
課
」
を
新
設

〇�

子
育
て
支
援
部
を
「
こ
ど
も
家
庭
部
」
に
改
称
し
、
児
童
家
庭
課
と
家
庭
福
祉
課
の
再
編

に
よ
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
の
新
た
な
課
題
を
所
管
す
る
「
こ
ど
も
家
庭
支
援
課
」
と
、

経
済
的
支
援
等
を
所
管
す
る
「
子
育
て
給
付
課
」
を
設
置

出
産
育
児
一
時
金
の
引
き
上
げ

【
第
50
号
】
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

【
主
な
改
正
内
容
】

　
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
な
ら
い
、
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を

左
記
の
と
お
り
、
８
万
円
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

〇
支
給
額

　
・
現
行 

40
万
８
０
０
０
円　
➡　
　
・
改
正
後 

48
万
８
０
０
０
円

補正額

43億2366万3千円

（内訳）
議会費

△300万円
総務費
22億3800万7千円

民生費
1億8515万5千円

衛生費
△9518万6千円

労働費
208万円

農林水産業費
△2000万円

商工費
△1800万円

土木費
6億2614万9千円

消防費
△1億5千万円

教育費
15億5845万8千円
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各
委
員
会
の
報
告

賛
成

  

◆
部
分
的
に
か
つ
て
の
組
織
内
容
に
近
い
も
の

に
な
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
経
験
し
て
初
め

て
分
か
る
こ
と
で
あ
り
、
市
民
生
活
へ
の
対
応

や
実
務
の
実
態
に
即
し
て
、
効
率
的
な
組
織
体

制
に
変
え
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
、
賛
成
。

◆
子
育
て
支
援
部
の
名
称
を
こ
ど
も
家
庭
部
と

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
危
惧
す
る
こ
と
が
あ
る
。

福
祉
は
個
人
の
人
権
尊
重
だ
が
、
家
庭
と
い
う

く
く
り
で
考
え
る
と
、
家
族
の
ケ
ア
が
困
難
な

場
合
、
親
・
兄
弟
の
た
め
に
、
あ
な
た
が
頑
張

れ
ば
よ
い
と
な
り
、
子
供
に
権
利
侵
害
が
起
き

て
い
て
も
自
覚
が
で
き
ず
、
追
い
詰
め
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
。
名
称
変
更
に
よ
り
、
市
の

施
策
が
そ
の
よ
う
な
方
向
性
に
な
ら
な
い
よ
う
、

個
人
の
権
利
を
保
障
す
る
と
い
う
観
点
を
忘
れ

ず
に
運
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
申
し
添
え
て
、

賛
成
。

採
決
結
果

  
全
会
一
致
で
可
決

賛
成

  

◆
業
務
改
善
の
取
組
方
針
に
出
て
い
た
算
定
数

や
、
将
来
財
政
推
計
に
載
っ
て
い
た
人
件
費
の

推
移
は
何
だ
っ
た
の
か
。
と
は
い
え
、
病
院
の

体
制
の
充
実
に
つ
な
が
り
、
市
長
部
局
に
関
し

て
は
、
充
実
と
い
う
よ
り
現
在
の
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
維
持
が
ぎ
り
ぎ
り
で
き
る
か
ど
う
か
の
水

準
だ
が
、
増
や
す
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
、

賛
成
。

◆
児
童
相
談
所
は
法
令
で
決
ま
っ
て
い
る
職
員

の
配
置
基
準
が
あ
る
の
で
、
定
数
を
増
や
す
の

は
当
然
で
あ
る
。
た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
や
物
価
高
騰
に
よ
り
、
現
場
で
働
く
保
健
師

や
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
等
の
負
担
は
か
な
り
大
き

く
な
っ
て
い
る
。
行
政
需
要
が
増
え
て
い
る
中

で
、
職
員
の
定
数
を
増
や
す
こ
と
は
必
要
だ
が
、

な
お
足
り
な
い
の
で
会
計
年
度
任
用
職
員
を
増

や
す
と
い
う
事
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、
絶
え
ず

心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
要
望
し
、
賛
成
。

採
決
結
果

  

全
会
一
致
で
可
決

議
案
第
１
号

令
和
５
年
度
一
般
会
計
予
算

原
案
に
賛
成
・
組
み
替
え
動
議
に
反
対 

◆
深
刻
な
少
子
化
に
対
す
る
取
組
を
特
に
評
価

す
る
。
市
民
が
安
心
し
て
出
産
・
育
児
を
行
え

る
環
境
整
備
と
支
援
体
制
の
さ
ら
な
る
拡
充
、

市
民
目
線
で
の
よ
り
よ
い
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
の
在
り
方
の
検
討
、
下
水
の
高
度
処
理
に

よ
る
窒
素
・
リ
ン
放
出
の
抑
制
、
雨
水
貯
留
施

設
上
部
の
有
効
利
用
に
よ
る
公
園
面
積
拡
大
、

各
種
美
術
展
企
画
の
増
加
等
を
要
望
す
る
。

◆
特
別
支
援
学
級
の
増
設
や
適
応
指
導
教
室
の

新
設
・
支
援
員
の
拡
充
、
訪
問
型
産
後
ケ
ア
ま

で
拡
充
さ
れ
た
妊
娠
・
出
産
支
援
、
町
会
自
治

会
へ
の
財
政
支
援
や
活
動
支
援
等
を
評
価
す
る
。

市
に
よ
る
物
価
高
へ
の
追
加
対
策
、
地
域
ご
と

の
課
題
解
決
に
向
け
た
広
範
な
人
材
育
成
や
相

互
連
携
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
の
た
め
の
庁
内

の
垣
根
を
越
え
た
取
組
、
公
共
交
通
の
不
便
を

解
消
す
る
た
め
の
取
組
等
を
要
望
す
る
。

◆
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
の
具
体
化
の
た
め
、

今
必
要
な
予
算
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
分
し
、
地

域
の
課
題
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉

え
て
い
る
。
引
き
続
き
確
実
な
歳
入
確
保
に
努

め
、効
果
的
、効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
配
意
し
、

歳
出
の
削
減
を
心
が
け
る
よ
う
要
望
す
る
。

◆
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
、

子
供
た
ち
の
未
来
に
つ
な
が
る
子
育
て
支
援
や

教
育
施
策
の
充
実
、
環
境
問
題
へ
の
対
応
、
都

市
基
盤
の
整
備
な
ど
、
多
く
の
施
策
を
組
み
込

ん
だ
予
算
で
あ
る
。
物
価
上
昇
に
対
応
し
つ
つ
、

財
源
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ
を
抑
制
す
る
な

ど
、
健
全
な
財
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

原
案
・
組
み
替
え
動
議
に
反
対 

◆
原
案
は
、
行
革
の
反
省
を
生
か
し
、
市
民
ニ
ー

ズ
や
各
施
設
の
現
況
に
即
し
た
、
近
年
で
一
番

完
成
度
の
高
い
予
算
だ
が
、
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ

ン
の
推
進
は
反
対
。
組
み
替
え
に
よ
る
施
策
も

新
年
度
か
ら
の
実
施
は
難
し
い
。

組
み
替
え
動
議
に
賛
成  

◆
原
案
は
物
価
高
騰
対
策
と
し
て
の
本
市
独
自

の
予
算
が
な
く
、
市
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
る

予
算
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
給
食
費
の
無

償
化
や
補
助
教
員
の
拡
大
を
す
る
こ
と
、
海
老

川
上
流
地
区
開
発
へ
の
肩
入
れ
を
や
め
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
と
切
り
離
す
こ
と
等
を

求
め
る
。
組
み
替
え
案
は
、
物
価
高
騰
か
ら
市

民
を
守
り
、
大
型
開
発
よ
り
も
福
祉
優
先
の
予

算
で
あ
り
、
賛
成
。

採
決
結
果

 

組
み
替
え
動
議
は
否
決

　
　
　
　
　
　
原
案
を
賛
成
多
数
で
可
決

議
案
の
概
要
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

議
案
第
16
号

行
政
組
織
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
17
号

職
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
の
概
要
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

議
案
の
概
要
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

総
務
委
員
会

委
員
会
付
託
さ
れ
た
議
案
等
を
専
門
的
に
話
し
合
い
、
委
員
会
と
し
て
の
結
論
を
本
会
議
に
報

告
し
ま
す
。
本
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

予
算
決
算
委
員
会
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賛
成

  

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
の
増
額
に
つ
い

て
歓
迎
す
る
。
今
後
、
実
質
的
な
負
担
軽
減
と

な
る
か
注
視
し
た
い
。
賦
課
限
度
額
の
引
上
げ

に
よ
り
影
響
を
受
け
る
世
帯
が
あ
る
が
、
安
定

的
な
制
度
維
持
の
た
め
に
は
や
む
を
得
な
い
。

軽
減
判
定
所
得
の
見
直
し
は
、
物
価
高
騰
を
受

け
た
措
置
で
あ
り
、
基
準
額
の
幅
が
広
が
る
こ

と
で
対
象
者
を
増
や
し
、
縮
小
し
な
い
よ
う
に

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
賛
成
。

反
対

 

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
引
上
げ
や
軽
減
判
定
所

得
の
見
直
し
は
改
善
だ
が
、
賦
課
限
度
額
の
見

直
し
で
は
１
８
６
４
世
帯
が
値
上
げ
と
な
り
、市

民
の
負
担
増
に
は
賛
成
で
き
な
い
の
で
、
反
対
。

採
決
結
果

 

賛
成
多
数
で
可
決

賛
成

  

◆
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

が
入
る
こ
と
は
多
く
の
国
民
が
求
め
て
い
る
機

能
で
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を
図
る
た

め
に
必
要
な
条
例
改
正
で
あ
り
、
今
後
期
待
さ

れ
て
い
る
「
書
か
な
い
窓
口
」
は
も
ち
ろ
ん
、 

「
行
か
な
い
窓
口
」
の
実
現
の
た
め
に
必
要
で
あ

り
、
特
に
市
民
に
有
益
な
も
の
だ
と
考
え
る
。

反
対

 

◆
所
要
の
改
正
で
は
あ
る
が
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
所
有
す
る
一
部
の
国
民
の
み
が
対
象

で
あ
り
、公
平
と
は
言
え
な
い
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
盗
難
や
紛
失
等
に
よ
る
個
人
情
報
の

流
出
や
な
り
す
ま
し
な
ど
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で
あ
り
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
あ
り
き
の
法
律
改
正
に
は
同
意
し
か

ね
る
。

採
決
結
果

 

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
の
概
要
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

賛
成

  

◆
党
と
し
て
、
人
々
の
心
を
豊
か
に
す
る
文
化

芸
術
を
重
視
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
子
供
た
ち

が
本
物
の
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
し

た
り
、
多
く
の
芸
術
家
の
育
成
な
ど
を
推
進
し

て
き
た
。
市
民
の
豊
か
な
想
像
力
や
感
性
を
育

み
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
船
橋
に
す
る
た
め
に

も
、
本
基
金
を
活
用
し
、
文
化
振
興
に
取
り
組

む
よ
う
要
望
し
、
賛
成
。

◆
基
金
の
積
立
額
の
制
限
を
な
く
し
た
こ
と
は

評
価
す
る
。
本
基
金
の
有
効
活
用
は
大
事
で
あ

り
、
今
後
と
も
、
文
化
・
芸
術
・
美
術
に
関
し
、

積
極
的
に
い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
行
う
よ
う
要
望

す
る
。

◆
運
用
益
だ
け
で
は
事
業
の
実
施
が
困
難
で
あ

る
こ
と
は
、
質
疑
を
通
じ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
は
、
よ
り
船
橋
市
の
文
化
振
興
に
向
け
、

努
力
す
る
よ
う
申
し
添
え
、
賛
成
。

採
決
結
果

 

全
会
一
致
で
可
決

議
案
第
31
号

文
化
振
興
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

賛
成

  

◆
開
発
行
為
に
よ
っ
て
で
き
た
所
も
あ
る
が
、

そ
れ
以
外
の
所
も
含
め
て
全
て
必
要
な
も
の
で

あ
る
。
二
宮
の
00
―
０
２
７
号
線
に
つ
い
て
は
、

現
状
、
歩
行
者
や
自
転
車
が
通
行
し
て
い
る
マ

ン
シ
ョ
ン
西
側
の
道
が
あ
る
の
で
、
今
後
予
定

し
て
い
る
橋
梁
工
事
の
際
も
、
生
活
道
路
と
し

て
の
通
行
を
確
保
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

反
対

 

◆
咲
が
丘
３
丁
目
の
新
路
線
は
、
隙
間
な
く
住

宅
が
取
り
囲
ん
で
い
る
。
こ
の
住
宅
地
一
帯
か

ら
別
の
道
に
通
じ
る
道
路
は
1
本
だ
け
で
、
住

民
の
選
択
肢
を
狭
め
て
お
り
、
安
全
面
に
問
題

が
あ
る
。
地
震
で
道
路
が
ひ
び
割
れ
た
り
、
電

柱
が
倒
れ
る
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場
合
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
よ
り
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
べ
き
で
あ
る
。
開
発
業
者
は
で
き
る
限
り

多
く
の
住
宅
を
売
り
、
利
益
を
得
た
い
の
で
、

こ
う
い
う
と
こ
ろ
に
規
制
を
か
け
る
の
が
、
行

政
の
役
割
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、

開
発
業
者
と
の
間
で
、
よ
り
き
ち
ん
と
協
議
を

す
る
よ
う
、
庁
内
で
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

採
決
結
果

 

賛
成
多
数
で
可
決

議
案
第
35
号

市
道
の
路
線
認
定
及
び
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
50
号

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議
案
第
28
号

印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

健
康
福
祉
委
員
会

市
民
環
境
経
済
委
員
会

建
設
委
員
会

文
教
委
員
会

電
子
署
名
等
に
係
る
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
機
構
の
認
証
業
務
に
関
す
る
法
律
の一部

改
正
に
伴
い
、
印
鑑
登
録
証
明
の
申
請
手
続

き
に
つ
い
て
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

道
路
法
に
基
づ
き
、
市
道
の
路
線
認
定
及
び

変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

文
化
振
興
基
金
の
運
用
を
変
更
す
る
た
め
、

基
金
の
額
及
び
運
用
益
金
の
処
理
に
つ
い
て
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
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議 案 の 議 決 結 果 　　　

付託
委員会 議案番号 件　　　　　　　　　　名　　

会　派 無所属

議決
結果

市
民
民
主
連
合

船
橋
政
経
懇
話
会

公

明

党

飛

翔

日
本
共
産
党

市

政

会

架

け

橋

※
１
※
２
※
３

予算決算

議 案 第1号 令和5年度船橋市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可 決
議 案 第2号 令和5年度船橋市国民健康保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可 決
議 案 第3号 令和5年度船橋市公共用地先行取得事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第4号 令和5年度船橋市船橋駅南口市街地再開発事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第5号 令和5年度船橋市介護保険事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ 可 決
議 案 第6号 令和5年度船橋市母子父子寡婦福祉資金貸付事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第7号 令和5年度船橋市後期高齢者医療事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第8号 令和5年度船橋市地方卸売市場事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議 案 第9号 令和5年度船橋市病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 可 決
議案第10号 令和5年度船橋市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × × ○ 可 決
議案第11号 令和4年度船橋市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可 決
議案第12号 令和4年度船橋市国民健康保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第13号 令和4年度船橋市介護保険事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第14号 令和4年度船橋市下水道事業会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ 可 決

総　務

議案第15号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第16号 船橋市行政組織条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第17号 船橋市職員定数条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第33号 和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第34号 包括外部監査契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第36号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（藤平尚志氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第37号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（宍倉由 雄氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第38号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（金子しのぶ氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第39号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（藤家雅子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第40号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（平野 昭氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第41号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（長嶋雄一氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第42号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（小川晃氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第43号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（齋藤教子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第44号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（石山幸男氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第45号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（髙 光一氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第46号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（豊田豊氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第47号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（藤城孝義氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第48号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（岡庭一美氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
議案第49号 農業委員会委員任命の同意を求めることについて（神山 樹氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意
諮問第１号 人権擁護委員の候補者推薦について（米原仁子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議なし
諮問第２号 人権擁護委員の候補者推薦について（山本稔氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議なし
諮問第３号 人権擁護委員の候補者推薦について（渡辺徹氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 異議なし
発議案第2号 安全保障3文書の閣議決定の撤回を求める意見書 ○ × × × ○ × × ○ × ○ 否 決

健康福祉

議案第18号 船橋市精神障害者入院医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第19号 船橋市重度心身障害者医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第20号 こども家庭庁設置法の施行に伴う関係法律の整備に関する法律の施行に伴
う関係条例の整理に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第21号 船橋市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第22号 船橋市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営に関す
る基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第23号 船橋市幼稚園型認定こども園、保育所型認定こども園及び地方裁量型認定
こども園の認定の要件を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第24号 船橋市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を
定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 可 決

議案第25号 船橋市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 可 決
議案第26号 船橋市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第27号 船橋市指定通所支援の事業等の人員、設備及び運営に関する基準等を定め
る条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

議案第50号 船橋市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

発議案第3号 新型コロナ感染症「5類」で責任放棄せず医療提供体制の強化を求める意
見書 ○ × × × ○ × × × × × 否 決

発議案第4号 生活保護基準を引き上げ、物価高騰に見合う増額を行うよう求める意見書 ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ 否 決
市民環境経済 議案第28号 船橋市印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

建　設
議案第29号 船橋市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第30号 船橋市営住宅条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第35号 市道の路線認定及び変更について ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

○−賛成　×−反対

令和5年（2023年）4月27日　　ふなばし市議会だより　№254
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議 案 の 議 決 結 果 　　　

付託
委員会 議案番号 件　　　　　　　　　　名　　

会　派 無所属

議決
結果

市
民
民
主
連
合

船
橋
政
経
懇
話
会

公

明

党

飛

翔

日
本
共
産
党

市

政

会

架

け

橋

※
１
※
２
※
３

文　教
議案第31号 船橋市文化振興基金条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第32号 船橋市博物館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決
議案第51号 損害賠償の額の決定及び和解について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

付託省略 発議案第1号 船橋市議会個人情報保護条例 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可 決

所属会派の○×と異なる議員
・諮問第１号………飛翔の米原まさと議員は除斥　　　　　　　　　　　　　　　　　・発議案第１号……飛翔の石川りょう議員は欠席
・発議案第２号……市民民主連合の高橋けんたろう議員、斉藤誠議員は退席　　　　　・発議案第３号……市民民主連合の岡田とおる議員は退席

請 願 ・ 陳 情 の 議 決 結 果 　　　

付託
委員会 受理番号 件　　　　　　　　　　名　　

会　派 無所属

議決
結果

市
民
民
主
連
合

船
橋
政
経
懇
話
会

公

明

党

飛

翔

日
本
共
産
党

市

政

会

架

け

橋

※
１
※
２
※
３

総　務

陳情第 １ 号「未来世代の豊かさと幸せに関する条例」制定に関する陳情 × × × × ○ × × × × × 不 採 択

陳情 第 ２ 号 庁舎内における職員への政党機関紙の勧誘・配達・集金を自粛するよう求め
る陳情 × ○ × × × × × × × × 不 採 択

陳情 第 ３ 号
「市議会議員候補者数の3分の1を（環境NPOなどの）市民グループから、
3分の1を無差別選択の市民から、3分の1を従来通りの立候補者から、そ
して市議会定員の50％を女性に」に関する陳情

× × × × × × × × × × 不 採 択

陳情 第 ４ 号 日本全体で解決すべき問題として、普天間基地周辺の子どもたちを取り巻く
空・水・土の安全の保障を求める陳情 ○ × × × ○ × × × × ○ 不 採 択

陳情 第 ５ 号 核兵器禁止条約に署名・批准を国に求める意見書提出についての陳情 ○ × × × ○ × × ○ × ○ 不 採 択

健康福祉
請願第 １ 号 おむつ処分のための補助に関する請願書 × ○ × × ○ × × × × × 不 採 択
陳 情 第16号 産後ケア事業《入院型》実施施設追加に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択送付
陳 情 第17号 産後ケア事業《訪問型》導入に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択送付

市民環境経済

陳 情 第 ６ 号「家庭用ソーラーおよび農家ソーラーシェアリングの支援」に関する陳情 ○ × × × ○ × × × × × 不 採 択
陳情 第 ７ 号「市独自の炭素税」に関する陳情 × × × × ○ × × × × × 不 採 択
陳情 第 ８ 号「気候市民会議開催」に関する陳情 ○ × × × ○ × × × × ○ 不 採 択
陳情 第 ９ 号 薪ストーブから出る煙と臭気、ススによる被害の排除に関する陳情 × × × × 退席 × × × × ○ 不 採 択
陳 情 第10号 「エッセンシャルワーカーの待遇改善」に関する陳情 ○ × × × ○ × × × × ○ 不 採 択
陳 情 第11号 「特定石綿被害建設業務労働者等に対する給付金等の支給に関する法律」の改正を求める意見書の国への提出を求める陳情 ○ × × × ○ × × ○ ○ ○ 不 採 択
陳 情 第12号 「地域有機農業の早急かつ全力の振興」に関する陳情 ○ × × × ○ × × × × ○ 不 採 択
陳 情 第10号 町会自治会への活動補助・支援に関する陳情（継続審査事件） × × × × ○ × × × × × 不 採 択
陳 情 第11号 町会自治会活動の補助に関する陳情（継続審査事件） × × × × ○ × × × × × 不 採 択

建　設
陳 情 第13号 「道路の半分を人と緑のために」に関する陳情 × × × × × × × × × × 不 採 択
陳 情 第14号 パスコマンション船橋調整池埋め立てに関する陳情 × × × × × × × × × × 不 採 択
陳 情 第18号 インクルーシブ遊具導入に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採択送付

文　教 請願第 ２ 号 すべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める請願 × × × × ○ × × × × ○ 不 採 択
陳 情 第15号 「給食無償化」に関する陳情 × × × × ○ × × × × × 不 採 択

「採択送付」とは、採択された請願や陳情のうち、執行機関で措置することが適当と認めたものについて、所管する執行機関に送付するものです。

所属会派の○×と異なる議員
・請願第１号………�市民民主連合の三橋さぶろう議員、市政会の滝口一馬議員、日色健人議員、架け橋の林利憲議員は退席、
　　　　　　　　　船橋政経懇話会の長野春信議員、藤代清七郎議員は除斥
・請願第２号………市民民主連合の池沢みちよ議員、朝倉幹晴議員、浦田秀夫議員は○
・陳情第２号………公明党の鈴木心一議員、鈴木いくお議員、市政会の日色健人議員は退席
・陳情第11号 ……船橋政経懇話会の長野春信議員、飛翔の齊藤和夫議員、架け橋の林利憲議員は退席
・陳情第12号 ……市民民主連合の高橋けんたろう議員、岡田とおる議員、斉藤誠議員は退席
・陳情第15号 ……市民民主連合の池沢みちよ議員、朝倉幹晴議員、浦田秀夫議員は○

○−賛成　×−反対

○−賛成　×−反対

会
派
の
構
成

（
令
和
５
年
３
月
24
日
現
在
）

市
民
民
主
連
合

  

川
井
　
洋
基	

高
橋
け
ん
た
ろ
う

  

三
橋
さ
ぶ
ろ
う	

池
沢
み
ち
よ

  

岡
田
と
お
る	

つ
ま
が
り
俊
明

  

朝
倉
　
幹
晴	

浦
田
　
秀
夫

  

神
田
　
廣
栄	

斉
藤
　
　
誠

船
橋
政
経
懇
話
会

  

長
野
　
春
信	

浅
野
　
賢
也

  

い
と
う
紀
子	

藤
代
清
七
郎

  

島
田
た
い
ぞ
う	

杉
川
　
　
浩

  

佐
々
木
克
敏	

鈴
木
　
和
美

  

滝
口
　
　
宏	

七
戸
　
俊
治

公
明
党

  

上
田
　
美
穂	

鈴
木
　
心
一

  

桜
井
　
信
明	

木
村
　
　
修

  

松
橋
　
浩
嗣	

橋
本
　
和
子

  

石
﨑
　
幸
雄	

松
嵜
　
裕
次

  

鈴
木
い
く
お

飛
翔

  

宮
崎
な
お
き	

米
原
ま
さ
と

  

石
川
り
ょ
う	

佐
藤
つ
ぐ
み

  

大
沢
ひ
ろ
ゆ
き	

齊
藤
　
和
夫

日
本
共
産
党

  

神
子
そ
よ
子	

坂
井
　
洋
介

  

松
崎
　
さ
ち	

金
沢
　
和
子

  

岩
井
　
友
子

市
政
会

  

渡
辺
　
賢
次	

滝
口
　
一
馬

  

日
色
　
健
人	

中
村
　
静
雄

架
け
橋

  

林
　
　
利
憲	

小
平
　
奈
緒

  

大
矢
　
敏
子

無
所
属

  

は
ま
の
太
郎
※1	

小
川
　
友
樹
※2

  

今
仲
き
い
子
※3

ふなばし市議会だより　№254　　令和5年（2023年）4月27日

7 ＜議案等の議決結果、会派の構成＞



市
政
執
行
方
針
と
議
案
へ
の
質
疑

新
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
や
主
要
な
施
策
、
市
民
生
活
に
か
か
わ
り

の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い
て
、
市
に
考
え
方
を
聞
く
も
の
で
す
。

質
疑
は
、２
月
22
日
、24
日
、27
日
、28
日
、３
月
1
日
及
び
２
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

 
企
画
・
財
政

新
た
な
都
市
宣
言市政

会
　
日
色　
健
人

質
問 

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、
防
災

な
ど
、今
後
数
十
年
に
わ
た
っ
て
本
市
が
取
り
組

む
べ
き
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
新
た
な
都
市
宣
言

と
し
て
市
民
と
認
識
を
共
有
し
、取
り
組
む
こ
と

も
必
要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
考
え
は
。

答
市
長　
都
市
宣
言
は
将
来
に
わ
た
っ
て
市

の
在
り
方
を
明
確
に
示
し
て
ゆ
く
も
の
。
施
策

を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

意
向
も
踏
ま
え
て
、
都
市
宣
言
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
が
集
約
で
き
れ
ば
検
討
し
て
み
た
い
。

中
核
市
移
行
20
周
年
に
あ
た
っ
て

質
問 

当
市
単
独
で
の
政
令
指
定
都
市
へ
の

移
行
に
つ
い
て
研
究
を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

区
制
の
導
入
、県
か
ら
の
更
な
る
権
限
移
譲
、市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
な
ど
政
令
指
定
都
市
移
行

に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
を
市
民
と
共
有
し
、将
来
の
移

行
を
市
の
一
つ
の
目
標
と
す
る
こ
と
は
市
民
の

一
体
感
を
生
む
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。
見
解
を
。

答
杉
田
副
市
長　
現
行
の
政
令
指
定
都
市
制

度
の
課
題
や
今
後
の
動
向
な
ど
を
勘
案
す
る
と
、

現
時
点
で
は
政
令
指
定
都
市
へ
の
移
行
に
向
け

た
研
究
を
進
め
る
予
定
は
な
い
。

物
価
高
騰
対
策
の
た
め
の
減
税
を

無
所
属
　
小
川　
友
樹

質
問 

都
市
計
画
税
の
課
税
は
、
地
域
の
都

市
計
画
事
業
等
に
応
じ
た
市
町
村
の
自
主
的
判

断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
近
隣
市
で
は
都
市
計

画
税
を
課
税
し
て
い
な
い
市
や
、
本
市
よ
り
低

い
税
率
の
市
も
あ
る
。
本
市
に
つ
い
て
も
都
市

計
画
税
の
減
税
を
検
討
し
な
い
の
か
。
市
の
見

解
を
伺
う
。

答
税
務
部
長　
近
隣
の
多
く
の
自
治
体
で
も

本
市
と
同
じ
税
率
を
採
用
し
て
お
り
、
都
市
計

画
税
の
減
税
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

公
職
選
挙
法

市
民
民
主
連
合
　
神
田　
廣
栄

質
問 

過
去
の
選
挙
で
告
示
日
以
降
も
掲
示

し
た
ま
ま
の
２
連
の
ポ
ス
タ
ー
が
見
か
け
ら
れ

た
。
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
の
か
。

答
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長　
撤
去
し
な

い
ポ
ス
タ
ー
が
あ
る
場
合
に
は
、
警
察
に
通
報

し
た
上
で
撤
去
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
も
警
察
と
連
携
し
対
応
を
図
っ
て
き

た
。
な
お
、
違
法
な
状
態
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

あ
く
ま
で
も
他
人
の
所
有
物
で
あ
り
、
ま
ず
は

選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
連
絡
い
た
だ
き
た
い
。

東
葉
高
速
鉄
道
の
経
営
と
運
賃

市
民
民
主
連
合
　
つ
ま
が
り　
俊
明

質
問 

大
手
鉄
道
事
業
者
は
好
況
の
傾
向
に

あ
る
。日
本
一
高
い
と
言
わ
れ
て
い
た
北
総
鉄
道

が
値
下
げ
を
行
い
、現
社
長
も
更
な
る
値
下
げ
や

地
域
還
元
に
言
及
し
て
い
る
。東
葉
高
速
鉄
道
の

現
在
の
経
営
状
況
と
運
賃
値
下
げ
を
要
請
し
て

い
く
考
え
は
無
い
の
か
伺
う
。

答
企
画
財
政
部
長　
単
年
度
収
支
は
改
善
傾

向
に
あ
る
が
、
依
然
と
し
て
長
期
債
務
の
負
担

が
重
い
状
況
に
あ
り
、
現
時
点
で
運
賃
見
直
し

の
要
請
を
し
て
い
く
考
え
は
な
い
。

国
家
公
務
員
宿
舎
二
和
住
宅
跡
地

船
橋
政
経
懇
話
会
　
島
田　
た
い
ぞ
う

質
問 
ど
の
よ
う
な
施
設
整
備
計
画
が
あ
り
、

ど
の
段
階
で
地
元
住
民
に
説
明
す
る
の
か
。

答
企
画
財
政
部
長　
令
和
５
年
度
を
目
安
に

土
地
活
用
案
を
固
め
説
明
会
等
を
実
施
し
た
い
。

 

防
災

個
別
避
難
計
画

架
け
橋
　
林　
利
憲

質
問 

福
祉
避
難
所
へ
の
直
接
避
難
が
最
適

と
考
え
る
が
、
本
市
の
見
解
を
伺
う
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　
直
接
避
難
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
の
貸
与

架
け
橋
　
大
矢　
敏
子

質
問 

位
置
づ
け
と
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

答
市
長
公
室
長　
発
生
し
た
火
災
の
初
期
消

火
に
よ
る
低
減
が
目
的
。
課
題
等
を
調
査
す
る
。

市内を走る東葉高速鉄道の車両

スタンドパイプを用いた消火訓練の様子
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テ
ッ
カ
ー
を
作
り
全
戸
配
布
を
。市
の
見
解
は
。

答
市
長
公
室
長　
引
き
続
き
周
知
を
図
る
。

 

生
活
・
安
全

民
法
改
正
に
伴
う
市
の
周
知

市
政
会
　
滝
口　
一
馬

質
問 

民
法
改
正
に
よ
り
４
月
よ
り
空
き
家

を
含
め
た
隣
地
か
ら
越
境
し
た
竹
木
の
切
除
に

対
し
て
、一
定
の
手
続
で
隣
地
か
ら
伸
び
た
枝
を

切
除
で
き
る
よ
う
に
な
る
が
、市
民
に
対
し
て
ど

の
よ
う
に
周
知
す
る
の
か
方
法
を
伺
う
。

答
市
民
生
活
部
長　
４
月
の
法
改
正
に
向
け

て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
や
チ
ラ
シ

等
を
配
架
し
て
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

町
会
・
自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減

無
所
属
　
今
仲　
き
い
子

質
問 

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、特
に
事
務
処
理

の
多
い
年
度
初
め
に
必
要
な
申
請
の
一
覧
表
や
、

回
覧
依
頼
の
一
覧
表
を
掲
載
で
き
な
い
か
。ま
た

送
付
物
は
発
送
日
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
か
。

答
市
民
生
活
部
長　
補
助
金
の
内
容
や
申
請

時
期
を
表
に
ま
と
め
一
覧
に
し
て
明
示
し
た
り
、

回
覧
や
掲
示
板
へ
掲
示
を
依
頼
し
て
い
る
資
料

も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
り
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
く
。
資
料
送
付
の
運
用
も
自
治
会
連

合
協
議
会
と
協
議
し
、見
直
し
を
考
え
て
い
る
。

防
犯
対
策

市
民
民
主
連
合
　
高
橋　
け
ん
た
ろ
う

質
問 

本
市
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
費
へ
の
補

助
は
、町
会
や
自
治
会
、
商
店
会
な
ど
の
団
体
が

対
象
だ
が
、個
人
宅
へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に

対
し
て
も
補
助
す
る
べ
き
。ま
た
、犯
罪
発
生
の

抑
止
と
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、個
人
の

防
犯
対
策
費
用
を
補
助
す
る
べ
き
。

答
市
民
生
活
部
長　
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
設

置
費
や
、
個
人
の
防
犯
対
策
に
対
す
る
助
成
制

度
を
設
け
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
と
確
認
し
て

お
り
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
き
た
い
。

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
策

市
民
民
主
連
合
　
池
沢　
み
ち
よ

質
問 

近
隣
市
が
導
入
済
み
の
フ
ァ
ミ
リ
ー

シ
ッ
プ
制
度
を
本
市
も
開
始
し
て
は
い
か
が
か
。

答
市
民
生
活
部
長　
す
で
に
導
入
し
て
い
る

他
市
の
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
た
い
。

町
会
・
自
治
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

船
橋
政
経
懇
話
会
　
鈴
木　
和
美

質
問 

町
会・自
治
会
等
の
活
動
に
学
生
が
参

加
し
た
際
に
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
を
し
た
と
い

う
証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
か
。

答
市
民
生
活
部
長　
体
験
証
の
こ
と
も
含
め
、

現
在
実
施
し
て
い
る
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

事
業
を
通
年
で
受
入
れ
る
仕
組
み
を
考
え
た
い
。

行
か
な
い
窓
口
実
現
の
た
め
に

公
明
党
　
木
村　
修

質
問 

自
宅
等
を
訪
問
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
の
補
助
（
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
支
援
）
を
。

答
総
務
部
長　
非
常
に
有
効
な
手
段
。
個
人

情
報
の
保
護
や
人
材
確
保
等
を
研
究
す
る
。

町
会
・
自
治
会
な
ど
の
維
持
発
展

公
明
党
　
橋
本　
和
子

質
問 

様
々
な
課
題
を
抱
え
て
い
る
町
会・自

治
会
な
ど
の
地
域
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、現
状

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
市
民
生
活
部
長　
町
会
・
自
治
会
、
地
区

連
絡
協
議
会
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
核
と
し

て
重
要
と
考
え
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
高
齢

化
や
価
値
観
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、役
員
の
な
り

手
不
足
や
加
入
率
の
低
下
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
今
回
、
町
会
・
自
治
会
や
地

区
連
絡
協
議
会
に
対
す
る
支
援
を
予
算
化
し
た
。

 

子
育
て
・
健
康
・
福
祉

強
度
行
動
障
害
者
の
支
援

公
明
党
　
上
田　
美
穂

質
問 

本
市
で
も
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い

る
が
、個
々
に
合
っ
た
施
設
入
所
を
支
援
す
る
た

め
県
が
実
施
す
る「
暮
ら
し
の
場
支
援
会
議
」が

あ
る
。受
け
入
れ
施
設
や
介
護
従
事
者
へ
の
支
援

に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
参
加
の
た
め
予
算

を
確
保
し
入
所
調
整
依
頼
を
す
る
べ
き
で
は
。

答
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
長　
こ
れ
ま
で
の
市
の

支
援
を
続
け
て
い
く
が
、
入
所
調
整
が
著
し
く

困
難
な
場
合
に
は
、
県
へ
の
入
所
調
整
依
頼
の

必
要
性
も
今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

認
知
症
対
策

公
明
党
　
松
橋　
浩
嗣

質
問 

国
は
認
知
症
の
人
や
サ
ポ
ー
タ
ー
等

を
中
心
と
し
た「
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
」の
仕
組
み

を
推
進
し
て
い
る
が
市
の
取
組
と
課
題
は
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　
令
和
８
年
度
ま
で
に
市

内
24
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
活
動
に
着
手
す
る

こ
と
を
目
標
に
、令
和
４
年
度
は
５
地
区
で
モ
デ

ル
地
区
の
立
ち
上
げ
に
向
け
活
動
を
開
始
し
た
。

課
題
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
が
提
供
す
る
支
援

迅
速
、
適
切
な
避
難
の
た
め
に

公
明
党
　
鈴
木　
心
一

質
問 
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
デ
ジ
タ
ル
化
す

る
が
、
住
民
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
は
。
ま
た
、
デ

ジ
タ
ル
・
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
導
入
は
。

答
市
長
公
室
長　
Ｗ
ｅ
ｂ
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
危
険
度
や
避
難
所
へ
の
距
離
が

確
認
で
き
る
の
で
迅
速
な
避
難
に
資
す
る
。
適

切
な
避
難
行
動
に
繋
が
る
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
と
の
組
み
合
わ
せ
が
効
果
的
な
の
で
活
用
を

働
き
か
け
た
い
。
国
で
す
す
め
る
デ
ジ
タ
ル
・

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
動
向
を
注
視
し
た
い
。

防
災
行
政
無
線

日
本
共
産
党
　
坂
井　
洋
介

質
問 

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
際
の
電
話
番
号

（
０
１
２
０-

２
７
８
４-

６
１
）を
案
内
す
る
ス デジタル・マイ・タイムラインのイメージ

出典：
「デジタル・マイタイ
ムラインの普及につ
いて」
（国土交通省HPより）
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が
、
チ
ー
ム
の
活
動
と
し
て
地
域
に
根
付
く
ま

で
相
当
の
時
間
が
必
要
な
こ
と
と
考
え
る
。

心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
事
業

公
明
党
　
石
﨑　
幸
雄

質
問 
厚
生
労
働
省
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
等

の
正
し
い
知
識
を
持
ち
、心
の
不
調
に
悩
む
人
を

支
え
る「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
地
域
で
養
成
し
、

制
度
の
普
及
啓
発
、精
神
疾
患
の
予
防
や
早
期
介

入
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
る
。本
市

も「
心
の
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修
」を
実
施
し
、

身
近
な
地
域
で
支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
く
こ
と

を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答
保
健
所
理
事　
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
中
で
検
討
。

病
院
の
配
置
計
画飛翔

　
米
原　
ま
さ
と

質
問 

今
後
の
病
院
配
置
の
予
定
は
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　
県
が
不
足
病
床
分
を

公
募
し
新
た
な
配
分
を
す
る
事
で
進
め
て
い
る
。

「
は
た
ら
け
る
」
環
境
の
促
進

飛
翔
　
佐
藤　
つ
ぐ
み

質
問 

就
労
的
活
動
の
用
途
も
可
能
な
地
域

支
援
事
業
交
付
金
の
本
市
で
の
活
用
方
法
と
は
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　
高
齢
者
の
社
会
参
加

等
を
促
進
す
る
た
め
の
就
労
的
活
動
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
お
よ
び
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
関
す
る
事
業
が
あ

り
、本
市
で
は
、生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
に
関
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問 

は
た
ら
き
た
く
て
も
１
人
で
は
た
ら

く
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
も
含

め
、就
労
的
活
動
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
活

用
し
た
は
た
ら
け
る
環
境
づ
く
り
の
推
進
を
検

討
で
き
な
い
か
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　
「
は
た
ら
く
」
と
い 

う
形
で
の
社
会
参
加
に
つ
い
て
は
、
身
体
面
・

精
神
面
の
健
康
、
そ
し
て
生
き
が
い
を
も
っ
た

生
活
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
他
市
の
状

況
も
調
査
し
な
が
ら
研
究
し
て
参
る
。

介
護
保
険
の
給
付
費

飛
翔
　
宮
崎　
な
お
き

質
問 

今
、
介
護
給
付
の
適
正
化
が
問
わ
れ

る
時
代
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
超
高
齢
化

と
と
も
に
膨
大
に
増
え
て
い
く
給
付
費
に
制
度

が
つ
い
て
い
け
な
く
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

今
後
、
船
橋
市
と
し
て
調
査
研
究
を
実
施
し
て

い
く
こ
と
を
求
め
る
が
、
本
市
の
見
解
に
つ
い

て
伺
う
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　
今
後
、
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
中
、

市
と
し
て
も
利
用
者
に
対
し
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
介
護
給
付
の

適
正
化
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
令
和

元
年
度
に
国
に
よ
る
介
護
保
険
制
度
研
究
の
委

託
事
業
に
お
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
け

る
公
正
中
立
な
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
保
に

関
す
る
調
査
研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
今
後
も

国
の
動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

難
聴
者
の
早
期
発
見

日
本
共
産
党
　
神
子　
そ
よ
子

質
問 

特
定
健
診
の
項
目
に
市
で
上
乗
せ
を

し
て
、聴
力
検
査
を
追
加
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
保
健
所
理
事　
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
目

的
と
し
て
お
り
、
現
時
点
で
追
加
は
難
し
い
。

補
聴
器
購
入
費
用
助
成
の
改
善
を

質
問 

上
限
額
引
上
げ
と
課
税
要
件
撤
廃
を
。

答
健
康
・
高
齢
部
長　

最
低
価
格
を
補
助
す

る
も
の
で
あ
り
低
所
得
者
を
対
象
と
考
え
て
い

る
た
め
、引
上
げ
や
撤
廃
等
は
考
え
て
い
な
い
。

ひ
と
り
親
家
庭
対
象
の
支
援
事
業

日
本
共
産
党
　
岩
井　
友
子

質
問 

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業
の
令
和

４
年
度
実
績
は
１
件
の
み
。
制
度
の
改
善
を
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
他
市
の
実
施
状
況
等

の
調
査
研
究
を
踏
ま
え
支
援
拡
充
に
繋
げ
た
い
。

医
療
セ
ン
タ
ー
建
て
替
え

質
問 

工
事
費
増
額
に
よ
り
収
益
を
無
理
や

り
増
や
す
よ
う
な
こ
と
や
、一
般
会
計
か
ら
の
高

額
な
繰
入
を
懸
念
す
る
。
工
事
費
の
算
定
は
。

答
副
病
院
局
長　

概
算
事
業
費
は
精
査
中
。

人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
を

日
本
共
産
党
　
坂
井　
洋
介

質
問 

飼
い
主
の
い
な
い
猫
だ
け
で
な
く
、飼

い
猫
の
不
妊
手
術
に
も
助
成
を
す
べ
き
で
は
。

答
保
健
所
理
事　
繁
殖
制
限
は
所
有
者
の
義

務
と
な
っ
て
お
り
、
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

使
用
済
お
む
つ
の
処
分

船
橋
政
経
懇
話
会
　
鈴
木　
和
美

質
問 

市
は
公
立
保
育
園
の
使
用
済
お
む
つ

の
処
分
費
用
の
無
償
化
を
実
施
す
る
が
、な
ぜ
私

立
保
育
園
に
対
し
て
補
助
を
行
わ
な
い
の
か
。

公
立
と
私
立
で
保
護
者
の
費
用
負
担
に
差
が
出

な
い
よ
う
に
措
置
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

4人チームでカフェでの仕事を行う様子

動物愛護管理施策の充実を
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答
子
育
て
支
援
部
長　
私
立
保
育
所
等
に
つ

い
て
は
、
従
前
よ
り
各
施
設
の
運
営
状
況
や
保

護
者
の
要
望
を
勘
案
し
て
各
施
設
で
判
断
さ
れ

て
い
る
。
現
在
持
ち
帰
り
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
施
設
や
、
費
用
を
保
護
者
か
ら
徴
収
し
て

い
る
施
設
に
つ
い
て
も
、
各
施
設
に
お
い
て
ご

判
断
を
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム

架
け
橋
　
小
平　
奈
緒

質
問 

公
立
保
育
園
に
導
入
さ
れ
る
予
定
の

保
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　

登
降
園
管
理
機
能
、

連
絡
機
能
、
お
便
り
配
信
機
能
、
本
部
機
能
の

４
つ
の
機
能
を
考
え
て
い
る
。
登
降
園
の
記
録

は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
打
刻
と
な
り
出
席
簿
等

へ
の
記
入
が
不
要
と
な
る
た
め
、
送
迎
時
の
時

間
が
短
縮
さ
れ
る
。
ま
た
、
電
話
で
の
欠
席
等

の
連
絡
を
保
護
者
は
ア
プ
リ
で
送
信
で
き
、
朝

の
電
話
混
雑
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
軽
減
で
き
る
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

架
け
橋
　
大
矢　
敏
子

質
問 

平
成
２６
年
接
種
開
始
か
ら
１０
年
近
く

に
な
る
。２
回
目
以
降
の
接
種
の
取
り
扱
い
は
。

答
保
健
所
理
事　
２
回
目
以
降
は
定
期
接
種

の
対
象
外
。
再
接
種
希
望
の
場
合
は
、
か
か
り

つ
け
医
等
と
相
談
の
上
で
の
判
断
が
望
ま
し
い
。

公
立
保
育
園
の
使
用
済
紙
お
む
つ

市
民
民
主
連
合
　
三
橋　
さ
ぶ
ろ
う

質
問 

令
和
５
年
度
か
ら
の
処
分
料
の
無
償

化
は
、国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
も
の
か
。ま
た
、

私
立
の
保
育
所
等
で
の
補
助
金
の
活
用
は
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
国
の
保
育
対
策
総
合

支
援
事
業
費
補
助
金
は
、
主
に
整
備
面
に
対
す

る
補
助
で
あ
る
た
め
今
回
は
活
用
し
て
い
な
い
。

私
立
保
育
所
等
に
対
し
て
は
国
の
補
助
内
容
を

周
知
し
て
お
り
、
処
分
を
始
め
る
に
あ
た
り
改

修
整
備
等
が
必
要
な
施
設
か
ら
相
談
が
あ
れ
ば
、

補
助
の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
政
策
に
関
す
る
組
織
改
正

市
民
民
主
連
合
　
池
沢　
み
ち
よ

質
問 

新
体
制
に
な
る
こ
と
で
、子
ど
も
の
声

を
拾
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
各
部
署
で
、
子
ど
も

を
見
る
目
を
養
い
、
声
を
拾
う
姿
勢
が
大
切
。

動
物
愛
護

市
民
民
主
連
合
　
斉
藤　
誠

質
問 

昨
年
、保
護
犬
や
保
護
猫
の
里
親
募
集

に
つ
い
て
、定
期
的
に
パ
ネ
ル
展
示
を
実
施
す
る

こ
と
を
提
起
し
た
が
、進
捗
状
況
は
。ま
た
、譲

渡
の
取
組
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

答
保
健
所
理
事　

昨
年
５
月
よ
り
開
始
し
、

こ
れ
ま
で
に
市
役
所
本
庁
舎
、
公
民
館
、
図
書

館
等
で
１７
回
の
パ
ネ
ル
展
の
中
で
実
施
し
た
。

令
和
４
年
度
に
譲
渡
し
た
犬
・
猫
は
１
月
末
ま

で
に
計
１
７
０
頭
。譲
渡
会
を
年
４
回
開
催
し
た

ほ
か
、個
別
に
希
望
者
へ
随
時
対
応
し
て
い
る
。

児
童
相
談
所
の
設
置
に
向
け
て

市
民
民
主
連
合
　
岡
田　
と
お
る

質
問 

地
域
の
意
識
づ
く
り
の
場
と
し
て
勉

強
会
や
意
見
交
換
会
等
で
市
民
へ
働
き
か
け
を
。

答
子
育
て
支
援
部
長　
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 

ま
ち
づ
く
り

西
武
船
橋
店
の
跡
地
開
発
計
画
案

市
民
民
主
連
合
　
朝
倉　
幹
晴

質
問 

西
武
船
橋
店
跡
地
に
関
し
事
業
者
の
計

画
案
（
５１
階
２
０
０
ｍ
の
住
宅
棟
と
、
商
業
棟

を
建
設
）
が
都
市
計
画
審
議
会
で
報
告
さ
れ
た
。

住
宅
棟
の
戸
数
と
商
業
棟
の
利
用
区
分
は
。

答
都
市
計
画
部
長　
住
宅
棟
は
約
６
７
０
戸
、

商
業
オ
フ
ィ
ス
棟
は
１
～
３
階
が
商
業
施
設
で

４
～
６
階
が
オ
フ
ィ
ス
と
な
る
案
で
あ
る
。

質
問 

新
し
い
建
物
の
２
階
デ
ッ
キ
は
フ
ェ

イ
ス
ビ
ル
と
連
絡
橋
で
つ
な
が
る
の
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
そ
の
予
定
で
あ
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
公
園
の
風
車
修
繕

市
民
民
主
連
合
　
川
井　
洋
基

質
問 

デ
ン
マ
ー
ク
の
オ
ー
デ
ン
セ
市
と
の

友
好
の
象
徴
と
し
て
の
風
車
の
あ
り
方
を
伺
う
。

答
都
市
整
備
部
長　
将
来
に
渡
り
、
公
園
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
存
在
す
べ
き
施
設
と
考
え
る
。

公
園
で
の
花
火
使
用

船
橋
政
経
懇
話
会
　
い
と
う　
紀
子

質
問 

船
橋
市
で
は
手
持
ち
花
火
す
ら
で
き

る
場
所
が
な
い
。近
隣
市
で
も
実
施
可
能
な
市
は

あ
る
。地
域
交
流
の
一
環
と
し
て
も
花
火
を
で
き

る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
が
見
解
は
。

答
都
市
整
備
部
長　
火
災
や
ゴ
ミ
問
題
・
騒

音
・
煙
等
の
理
由
か
ら
禁
止
し
て
い
る
。
公
園

周
辺
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ル
ー
ル
な
ど
を
調
査
、

研
究
し
実
施
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

海
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

船
橋
政
経
懇
話
会
　
島
田　
た
い
ぞ
う

質
問 

国
に
よ
る
直
轄
海
岸
保
全
施
設
整
備

事
業
に
あ
た
っ
て
、た
だ
単
に
嵩
上
げ
し
た
垂
直

護
岸
で
は
な
く
、市
民
が
景
観
や
海
に
親
し
む
整

備
が
で
き
な
い
の
か
。

答
建
設
局
長　
今
後
、
海
岸
管
理
者
で
あ
る

千
葉
県
と
協
議
し
て
い
く
。

道
路
整
備
プ
ロ
グ
ラ
ム

質
問 

交
通
渋
滞
緩
和
や
歩
行
者・自
転
車
利

用
者
の
安
全
に
配
慮
し
た
幹
線
道
路・生
活
道
路

整
備
が
何
故
こ
ん
な
に
遅
れ
て
い
る
の
か
。

答
建
設
局
長　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
各
種
整

備
計
画
に
基
づ
き
、
効
果
的
・
効
率
的
な
整
備

の
促
進
に
努
め
る
。

JR
津
田
沼
駅
北
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

船
橋
政
経
懇
話
会
　
長
野　
春
信

質
問 

新
年
度
予
算
に
概
略
設
計
費
用
が
計

上
さ
れ
て
い
る
が
こ
こ
に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
。
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答
道
路
部
長　
令
和
３
年
10
月
の
地
元
商
店

会
や
町
会
等
と
の
意
見
交
換
会
で
意
見
を
集
約

で
き
た
こ
と
で
協
議
が
進
ん
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
野
木
地
区
の
ゾ
ー
ン
30
プ
ラ
ス

質
問 

令
和
５
年
度
の
中
野
木
地
区
ゾ
ー
ン

30
プ
ラ
ス
整
備
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
を
経
て
計
画
し
合
意
形
成
し
て
い
く
の
か
。

答
道
路
部
長　
新
年
度
の
交
通
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
見
え
る
化
協
議
会
に
諮
り
対
策
の
提
案
を
受

け
、市
と
警
察
が
連
携
し
整
備
計
画
案
を
作
成
。

地
元
町
会
等
に
整
備
内
容
を
十
分
に
説
明
し
合

意
形
成
を
図
っ
た
上
で
整
備
を
進
め
て
い
く
。

小
栗
原
架
道
橋
の
歩
道
橋
設
置

公
明
党
　
木
村　
修

質
問 

工
事
の
安
全
確
保
や
周
知
は
。

答
道
路
部
長　
地
域
説
明
会
や
船
橋・市
川
両

市
広
報
で
の
周
知
、
週
ご
と
に
両
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
規
制
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

交
通
不
便
地
域
の
解
消

公
明
党
　
松
嵜　
裕
次

質
問 

最
寄
駅
や
バ
ス
停
か
ら
自
宅
ま
で
な

ど
短
距
離
の
行
き
来
を
カ
バ
ー
す
る「
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
の
移
動
手
段
」
に
具
体
的
検
討
を
。

答
道
路
部
長　
高
齢
者
移
動
支
援
協
力
バ
ス

事
業
の
新
た
な
企
業
の
参
加
拡
充
を
検
討
す
る
。

ま
た
地
域
に
見
合
っ
た
送
迎
サ
ー
ビ
ス
を
地
域

主
体
で
取
り
組
む
意
向
の
地
区
を
支
援
し
た
い
。

質
問 

最
重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
。

答
西
水
副
市
長　
地
元
に
入
り
意
見
交
換
を

重
ね
実
情
に
合
っ
た
移
動
支
援
を
提
案
し
た
い
。

塚
田
地
域
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

公
明
党
　
鈴
木　
い
く
お

質
問 

前
貝
塚
町
の
幅
員
４
ｍ
の
Ｓ
字
道
路

を
2.5
ｍ
拡
幅
し
6.5
ｍ
に
す
る
工
事
で
あ
る
が
、

３
月
末
ま
で
に
工
事
完
了
す
る
の
か
。

答
道
路
部
長　
地
下
水
位
が
想
定
よ
り
高
く

対
応
に
日
数
を
要
し
た
こ
と
か
ら
、
３
月
末
ま

で
に
完
了
し
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

質
問 

工
事
の
完
了
は
い
つ
に
な
る
の
か
。

答
道
路
部
長　
地
盤
の
支
持
力
を
補
う
工
法

の
検
討
と
、
そ
の
試
験
施
工
等
に
不
測
の
日
数

を
要
し
た
の
で
工
事
完
了
は
９
月
末
を
予
定
。

木
下
街
道
の
整
備飛翔

　
米
原　
ま
さ
と

質
問 

今
後
の
整
備
予
定
は
。

答
道
路
部
長　
県
が
上
山
町
１
丁
目
地
先
か

ら
２
丁
目
地
先
の
区
間
の
中
で
仮
舗
装
を
予
定
。

京
成
西
船
駅
の
踏
切
拡
幅

質
問 

踏
切
拡
幅
工
事
の
完
了
予
定
は
。

答
道
路
部
長　
５
年
11
月
末
の
完
了
を
予
定
。

市
営
駐
輪
場
の
整
備

質
問 

馬
込
沢
駅
、
東
中
山
駅
等
６
駅
に
市

営
駐
輪
場
が
な
い
。
整
備
や
補
助
の
計
画
は
。

答
都
市
整
備
部
長　
補
助
制
度
に
つ
い
て
自

転
車
等
駐
車
対
策
協
議
会
等
に
諮
り
研
究
す
る
。

ス
ポ
ン
ジ
化
地
域
の
予
防
策

飛
翔
　
齊
藤　
和
夫

質
問 

人
口
減
少
と
高
齢
化
の
進
む
市
内
東

部
、中
部
、北
部
地
域
で
は
、空
き
家
、空
き
地

等
が
時
間
的
、空
間
的
に
ラ
ン
ダ
ム
に
発
生
し
、

都
市
機
能
の
維
持
を
阻
害
し
、治
安
、景
観
、居

住
環
境
の
悪
化
、災
害
危
険
性
の
増
大
等
の
弊
害

を
も
た
ら
す「
ス
ポ
ン
ジ
化
」と
呼
ば
れ
る
状
態

の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
。ス
ポ
ン
ジ
化
は
、顕
在

化
し
た
後
で
は
解
消
に
長
い
時
間
と
労
力
が
か

か
る
た
め
、実
態
を
調
査
し
、兆
候
の
あ
る
地
区

で
は
予
防
的
措
置
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答
建
設
局
長　
船
橋
市
は
人
口
減
少
局
面
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
市
街
化
区
域
の
人
口
密
度
も

当
面
は
高
い
水
準
が
維
持
さ
れ
る
見
込
み
だ
が
、

将
来
想
定
さ
れ
る
ス
ポ
ン
ジ
化
へ
の
対
策
と
し

て
、
原
因
の
一
つ
と
な
る
低
未
利
用
地
の
把
握

に
つ
い
て
国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
、
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
評
価
な
ど
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
活
用
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

海
老
川
上
流
地
区
の
開
発

日
本
共
産
党
　
松
崎　
さ
ち

質
問 

開
発
予
定
地
の
東
西
で
浸
水
が
増
え

る
恐
れ
が
あ
る
。協
議
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
都
市
計
画
部
長　
土
地
区
画
整
理
組
合
と

浸
水
深
が
増
え
る
エ
リ
ア
の
対
応
等
を
協
議
中
。

JR
船
橋
市
場
町
社
宅
跡
地

市
政
会
　
滝
口　
一
馬

質
問 

JR
東
日
本
が
再
開
発
を
発
表
し
、
そ

の
完
成
イ
メ
ー
ジ
図
が
公
表
さ
れ
た
が
、市
と
し

て
太
郎
橋
を
通
る
道
路
に
つ
い
て
今
後
も
残
す

よ
う
事
業
者
と
協
議
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

答
道
路
部
長　
当
該
事
業
者
と
東
西
を
連
結

す
る
道
路
に
つ
い
て
協
議
を
し
て
い
る
。

 

教
育
・
文
化

登
下
校
時
の
見
守
り架け

橋
　
林　
利
憲

質
問 

IC
タ
グ
を
活
用
し
た
登
下
校
の
通
知

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　
引
き
続
き
他
市
の
状
況

等
を
注
視
す
る
。

武
道
セ
ン
タ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

無
所
属
　
は
ま
の　
太
郎

質
問 

現
状
階
段
し
か
な
い
が
、改
修
に
向
け

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
は
検
討
し
て
い
る
か
。

答
生
涯
学
習
部
長　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
に

つ
い
て
は
施
設
の
現
状
を
踏
ま
え
検
討
す
る
。

船
橋
ア
リ
ー
ナ
の
コ
ン
コ
ー
ス

質
問 

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
と
管
理
棟
の
間
の

コ
ン
コ
ー
ス
の
タ
イ
ル
剥
が
れ
の
改
修
は
。

答
生
涯
学
習
部
長　

随
時
修
繕
し
て
お
り
、

広
範
囲
な
工
事
は
大
規
模
改
修
時
に
検
討
す
る
。

学
校
体
育
施
設
等
の
開
放
の
規
則

市
民
民
主
連
合
　
川
井　
洋
基

質
問 

市
境
で
活
動
す
る
団
体
が
他
市
民
を

交
え
て
利
用
で
き
る
よ
う
規
則
を
改
正
す
べ
き
。

答
生
涯
学
習
部
長　
意
見
を
聞
き
つ
つ
実
施

可
能
な
学
校
か
ら
早
期
に
運
用
を
見
直
し
た
い
。

学
校
部
活
動
の
地
域
移
行

市
民
民
主
連
合
　
岡
田　
と
お
る

質
問 

国
の
計
画
見
直
し
を
ど
う
受
け
止
め

る
か
。ま
た
改
革
推
進
期
間
の
取
組
み
内
容
は
。

答
学
校
教
育
部
長　
方
向
性
を
探
る
上
で
学
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校
現
場
の
意
見
も
含
め
て
協
議
で
き
る
。
人
材

確
保
を
含
め
調
査
研
究
の
上
、
推
進
し
て
い
く
。

学
校
給
食
完
全
無
償
化
の
実
施
を

市
民
民
主
連
合
　
浦
田　
秀
夫

質
問 

市
川
市
や
世
田
谷
区
等
で
給
食
費
の

完
全
無
償
化
が
実
施
さ
れ
る
。本
市
に
お
い
て
も

国
や
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
財
源

を
捻
出
し
、で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
企
画
財
政
部
長　
無
償
化
を
継
続
的
に
実

施
す
る
た
め
に
は
多
額
の
財
源
の
捻
出
が
必
要
。

国
に
お
い
て
、
こ
ど
も
政
策
強
化
に
向
け
て
検

討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
子
育
て
支
援
等

に
必
要
な
財
源
措
置
を
国
等
に
要
望
し
た
い
。

東
部
公
民
館
大
規
模
改
修
工
事

船
橋
政
経
懇
話
会
　
長
野　
春
信

質
問 

東
部
公
民
館
改
修
は
地
元
か
ら
の
期

待
も
大
き
く
以
前
か
ら
の
懸
案
事
項
で
あ
っ
た
。

行
財
政
改
革
な
ど
様
々
な
変
遷
を
経
て
今
回
予

算
化
さ
れ
た
事
を
高
く
評
価
す
る
。こ
の
度
生
ま

れ
変
わ
る
東
部
公
民
館
へ
の
市
長
の
思
い
は
。

答
市
長　
改
修
に
至
る
ま
で
、
地
元
の
皆
様

な
ど
本
当
に
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力

が
あ
っ
た
。
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。

こ
れ
ま
で
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
高
齢
者
の

方
々
は
も
ち
ろ
ん
、
若
者
や
子
育
て
世
代
、
子

ど
も
達
も
含
め
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
積
極
的

に
利
用
い
た
だ
き
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
愛
さ
れ

る
公
民
館
に
な
る
こ
と
を
心
か
ら
期
待
し
て
い
る
。

小
学
校
の
部
活
動

船
橋
政
経
懇
話
会
　
い
と
う　
紀
子

質
問 

部
活
動
を
行
う
目
的
に
つ
い
て
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　
中
学
校
で
は
学
校
教
育

が
目
指
す
資
質
・
能
力
の
育
成
に
寄
与
す
る
目

的
で
学
習
指
導
要
領
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
小

学
校
で
は
記
述
は
な
く
課
外
活
動
と
な
る
。

質
問 

小
学
校
も
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移

行
同
様
に
、市
が
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
学
校
教
育
部
長　
関
係
部
署
と
有
識
者
に

よ
る
協
議
会
に
て
、
小
学
校
部
活
動
が
抱
え
る

問
題
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

給
食
の
白
衣

質
問 

保
護
者
の
負
担
軽
減
や
健
康
被
害
等

を
考
慮
し
、実
施
し
て
い
る
他
市
同
様
に
給
食
当

番
服
の
指
定
は
せ
ず
、基
本
的
に
個
人
持
ち
に
切

り
替
え
る
べ
き
。

答
学
校
教
育
部
長　
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
も
大

き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
所
有
と

す
る
こ
と
も
含
め
た
対
応
を
検
討
す
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
の
寄
附
の
受
け
入
れ

船
橋
政
経
懇
話
会
　
鈴
木　
和
美

質
問 

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
学
校
に
寄
附
を
受
け
て

い
る
物
品
の
中
に
は
、市
が
公
費
で
支
出
す
べ
き

も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　
公
費
で
必
要
な
も
の
を

購
入
し
た
上
で
、
学
校
経
営
上
あ
る
と
便
利
な

も
の
等
を
寄
附
い
た
だ
く
場
合
が
あ
る
。
必
要

な
も
の
は
公
費
で
の
購
入
が
前
提
に
な
る
こ
と

を
校
長
会
議
等
を
通
じ
今
後
も
周
知
す
る
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

公
明
党
　
桜
井　
信
明

質
問 

松
戸
市
で
は
、子
供
の
安
全
対
策
と
し

て
位
置
情
報
が
分
か
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
を
各
家
庭

で
購
入
す
る
際
の
初
期
費
用
の
補
助
が
始
ま
っ

た
。
本
市
も
補
助
す
べ
き
と
考
え
る
が
伺
う
。

答
学
校
教
育
部
長　
本
市
と
し
て
も
、
安
全

対
策
の
一
つ
と
し
て
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は

認
識
し
て
い
る
。
他
市
で
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
の
利

用
率
が
低
く
、
導
入
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
引
き
続
き
他
市
の
状

況
等
を
注
視
す
る
。

全
校
に
通
級
指
導
教
室
の
開
設
を

日
本
共
産
党
　
金
沢　
和
子

質
問 

通
級
指
導
教
室
を
利
用
で
き
ず
に
待

機
さ
せ
て
い
る
児
童
生
徒
が
ど
れ
く
ら
い
い
る

か
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
必
要
。特
別
支
援
学
級
と
同

様
、全
て
の
学
校
で
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
学
校
教
育
部
長　
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
お
い
て
通
級
指
導
教
室
の
増
設
の
推
進
を
掲

げ
て
い
る
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
県
教
育
委
員

会
に
教
員
配
置
を
要
望
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て

お
り
、
児
童
生
徒
の
実
態
に
応
じ
、
県
に
人
員

配
置
を
継
続
し
て
強
く
要
望
し
て
い
く
。

 

経
済
・
産
業

森
林
環
境
整
備

船
橋
政
経
懇
話
会
　
島
田　
た
い
ぞ
う

質
問 
森
林
面
積
が
担
い
手
不
足
や
住
宅
開

発
に
よ
り
年
々
減
少
し
て
い
る
の
で
、森
林
整
備

に
係
る
費
用
負
担
の
軽
減
、担
い
手
不
足
の
解
消
、

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
補
助
等
き
め
細
か

な
整
備
推
進
実
施
計
画
を
早
急
に
作
成
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
経
済
部
長　
計
画
策
定
の
必
要
性
を
含
め

支
援
の
方
法
を
検
討
す
る
。

三
番
瀬
を
取
り
巻
く
環
境

市
政
会
　
滝
口　
一
馬

質
問 

ホ
ン
ビ
ノ
ス
貝
の
漁
獲
が
減
る
中
、木

更
津
等
で
成
功
し
て
い
る
カ
キ
養
殖
を
同
じ
東

京
湾
で
も
あ
る
本
市
で
も
出
来
な
い
か
伺
う
。

答
経
済
部
長　
令
和
４
年
度
よ
り
三
番
瀬
海

浜
公
園
沖
の
漁
場
に
お
い
て
県
が
試
験
的
に
カ

キ
の
生
育
調
査
を
始
め
て
い
る
。

東
中
山
を
住
み
や
す
い
ま
ち
に

日
本
共
産
党
　
松
崎　
さ
ち

質
問 

近
隣
に
買
物
施
設
が
少
な
く
不
便
と

の
声
が
多
い
。東
中
山
に
ス
ー
パ
ー
の
誘
致
を
。

答
経
済
部
長　
実
店
舗
の
誘
致
は
難
し
い
が
、

要
望
が
あ
っ
た
旨
を
事
業
者
に
順
次
伝
え
た
い
。 三番瀬で行われているカキ養殖試験の様子
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総務委員会
（仮称）ふなばしメディカルタウン実現方針の策定、JR南船橋駅南口市有地の土地利用、本市
の広告事業について、所管課から状況等の説明を受け、質疑を行いました。

1月20日　会議
・（仮称）ふなばしメディカルタウン実現方針の策定について
・JR南船橋駅南口市有地の土地利用について
・本市の広告事業について

議会運営委員会
第1回定例会の会期や審議日程、新型コロナウイルス感染防止対策等について協議・決定し
ました。また、先例申し合わせ集の掲載項目について協議したほか、市議会議員の改選に係る
検討事項として、第2回定例会における発議案の提出スケジュールや請願陳情の情報提供方法について協議・決
定しました。

2月9日　会議
・第1回定例会の審議日程等について

長

健康福祉委員会
新型コロナウイルス感染症に係る状況等について、理事者から説明を受け、質疑を行いました。
また、いわゆる「ごみ屋敷」について、市における関係課の対応状況の調査、参考人招致や先進自治体への視察など、
これまで行ってきた活動を記録として取りまとめることとしました。

1月11日　会議
　・新型コロナウイルス感染症に係る状況について
　・いわゆる「ごみ屋敷」について
2月8日　会議
　・新型コロナウイルス感染症に係る状況について
　・「狂犬病予防法の特例」について
　・高齢者の見守りについて
　・いわゆる「ごみ屋敷」について

議会の閉会中においても、所管に係る懸案事項などについて調査研究をします。
前定例会閉会後から今定例会開会前までに開催された各委員会の活動を報告します。

閉会中の委員会報告
令和5年（2023年）4月27日　　ふなばし市議会だより　№254
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広報委員会
市議会だより253号の掲載内容や改選時発行予定の市議会だより臨時号の紙面構成および住所の記載等につい

て協議・決定しました。また、今後の出前講座の協議の中で、今年度実施した出前講座の振り返りで出された意
見等を確認し、委員会で共有しました。

12月23日　会議
　・令和4年第4回定例会市議会だより253号について
　・改選時発行予定の市議会だより臨時号について
　・今後の出前講座について
　・議会における広報広聴について

船橋市議会では、公
式Twitter・公式LINE
で、市議会からのお知
らせや、会議日程など
を配信しています。ス
マートフォンやタブレッ
ト端末などで市議会の
情報を入手できます。

市議会の公式Twitter・LINEをご存じですか？

市議会だよりは市内全世帯に配布しています！

URL：https://twitter.com/
funabashi_gikai

アプリで以下のIDを検索する
か、右記コードを読み取り「友
だち登録」を行ってください。
LINE ID：@funabashi_gikai

Twitter
（ツイッター）

 LINE公式アカウント
（ライン）

ふなばし市議会だよりは、市議会の活動をもっと多くの皆様に知ってい
ただくため、市内の全世帯（おおよそ30万世帯）に発行日から約1か月
の期間をかけてポスティングにより配布しております。

配布については、障害者の就労支援の観点から障害福祉施設の皆さま、
高齢者の健康増進などの観点から地区社会福祉協議会や老人クラブの皆さ
まに、配布可能な地域についてお願いし、残りの地域について一般事業者
に委託しています。

　市内公共施設でも入手できるほか、以下の方法でもご覧いただけます。パソコンやスマートフォン、
タブレット等からお気軽にご覧ください。

市議会ウェブサイト
市議会ウェブサイトでは、最新号お
よび過去に発行した市議会だより
のデータを掲載しています。右下の
コードを読み取るか、各種検索エン
ジンで「ふなばし市議会だより」と
検索してアクセスしてく
ださい。

スマートフォンアプリ「マチイロ」
スマートフォンアプリ「マチイロ」において、市議会だよりを閲覧するこ
とができます。最新号が発行されるとアプリにお知らせが届くように設定
ができます。アプリのダウンロードはスマートフォン等で「マチイロ」と
検索ください。（アプリは無料ですが、ダウンロードや情報の受信には、
通信料が発生する場合がありますのでご注意ください。）

市議会だよりは様々な方法でご覧いただけます！

▶�右のコードを読み取ること
でもダウンロードページに
アクセスできます

ふなばし市議会だより　№254　　令和5年（2023年）4月27日
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11/18 開会
議案・発議案提案説明 P.2

11/28～12/6 議案質疑・発議案質疑一般質問
3、4

12～16

12/8～12/20 各委員会の審査 4、5

12/23 採決（議案等の議決）
閉会 6

その他 閉会中の委員会報告� 7
会派の抱負、会派の構成� 8～11

年頭のあいさつ
第63代議長  渡

わた
辺
なべ

 賢
けん

次
じ

市民の皆様におかれましては、穏やかな新春
をお迎えのことと、お喜び申し上げます。
一旦は、収束の兆しを見せつつも、新たな変
異ウイルスの発生など、先行きの不安が消えない新型コロナウ
イルス感染症によって、市民の皆様が大変なご苦労をされてい
るかと思います。
また、昨年からは、物価の高騰も続いており、市民生活に大
きな影響をもたらしていることを大変心苦しく感じているとこ
ろでございます。
今後は、この物価高を克服し、皆様の生活や、事業活動へ
の支援とともに、インバウンドの復活などにより、市内の経済
が回復することを期待しております。
議会といたしましても、市民の皆様の安全・安心に加え、皆
様の生活に直結する各種施策の充実が図れるように、議会の
権能を十分発揮し、皆様への支援が進められるよう取り組んで
まいります。
そして、コロナ禍が収束するまでは、皆様の中で定着してき
ている「新しい生活様式」のもと、今年も多くの市民の皆様と
交流したいと考えております。
皆様にとりまして、本年がご健勝で、幸多く、また、躍進の
一年となりますよう心よりお祈り申し上げます。

今定例会の主な流れ

令和4年第4回定例会は、令和4年11月18日
から12月23日までの36日間の会期で開かれま
した。
今定例会では、市長から14議案、議員から4

議案が提出され、市立船橋高等学校へ電子黒板
を整備するための議案など14議案が可決され
ました。

ふなばし

市議会だより
No. 253

年４回発行
令和4年（2022年）第4回定例会
発　行 船橋市議会
編　集 広報委員会
発行日 令和5年（2023年）1月31日
〒273-8501 船橋市湊町2-10-25
電　話 047-436-3014

『早春に魅せられて』／撮影者：中村　隆次 様／撮影日：令和２年３月１日／撮影場所：本町6丁目

第３子以降の学校給食費無償化や
出産・子育て応援事業に関する補正予算案について審議・可決

あなたが想う“船橋らしい”写真・イラストで
市議会だよりの表紙を飾ってみませんか？

　市議会だよりでは、より身近な広報紙
として皆様にご覧いただくため、
表紙を飾る写真・イラストを募集してい
ます。
　以下の規定をご確認のうえ、ぜひお気
軽にご応募ください。

　視覚に障害のある方などのために、市議会だよりの音声版（声
の市議会だより）と、点字版を発行しています。お申込みは議会
事務局でいつでもお受けしておりますので、ご家族やお知り合い
の方などに視覚に障害のある方がいらっしゃいましたら、ぜひお
伝え下さい。また、音声データは市議会ウェブサイトでも掲載して
おりますので、右のコードからお聞きください。
　なお、音声の収録は、ボランティアグループ「ふなばし声の広報連絡会」
のご協力により行っています。

テーマ
あなたが想う船橋らしい写真・イラスト

（四季の風景、イベント、お祭りなど）

規格
【写真】カラープリント2Lサイズ、また
はデジタル写真データ（JPEG形式サイズ
1MB以上）横撮りのみ（縦撮り不可）
【イラスト】横向き、A3サイズまで。原則、
作品をデジタルデータ化したもの（JPEG
形式サイズ1MB以上）

応募資格・受付期間
船橋市に在住・在勤・在学の方
通年で受付しています

応募方法
【写真】写真のタイトル（10字以内）・ 
撮影場所・撮影日・住所・氏名・電話番号
を明記の上、郵送、または電子メールで
ご応募ください。
【イラスト】作品のタイトル（10字以内)・
作成日・住所・氏名・電話番号を明記の上、
原則としてデジタルデータ化し電子メー
ルでご応募ください。

船橋市議会 検 索市議会ウェブサイトをご覧ください

今定例会の主な流れ

8/29 開会
議案・発議案提案説明 P.2、3

9/5 ～ 13 議案質疑
一般質問

4、5
10～15

9/15 ～ 29 各委員会の審査 6、7

10/4 採決（議案等の議決）
閉会 8

その他
会派の構成� 7
閉会中の委員会報告� 9
オンライン議会見学会を開催しました�
お知らせ� 16

令和4年第3回定例会は、令和4年8月29日
から10月4日までの37日間の会期で開かれ
ました。

今定例会では、市長から11議案、議員か
ら2議案が提出され、令和４年度一般会計補
正予算案や新教育長の任命に関する議案な
ど、11議案を可決しました。

また、令和3年度一般会計を含む10件の決
算認定議案が提出され、10件を認定しまし
た。
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新型コロナウイルス感染症や、エネルギー料金・物価高騰に
引き続き対応することに関する補正予算案について審議・可決

住民税非課税・子育て・２９歳以下の単身世帯等に対するお米券の配布等

『ふなばしアンデルセン公園』／撮影者：海保　功 様／撮影年月：令和元年12月

過去の表紙掲載イメージ

その他、詳しい応募規定や注意事項は、右のコードから市議会ウェブサイトでご確認いた
だくか、お問い合わせください。また、ご応募いただいた作品は、同じく市議会ウェブサ
イトで紹介していますので、あわせてご覧下さい。

市議会だよりの音声版・点字版をご利用いただけます！

◎令和5年第2回定例会は、5月29日（月）から6月30日（金）まで開会の予定です。
◎令和5年第1回臨時会（改選後の初議会）は5月18日（木）開会の予定です。

詳しい日程は、下記へお問い合わせください。また、右下のコードを読み取ることで日程を確認
できます。
お問い合わせ・お申込み等の連絡先は次のとおりです。

「ふなばし市議会だより」に対するご意見・ご感想もお待ちしています。
＜問い合わせ＞　〒273－8501 船橋市湊町2－10－25　船橋市議会事務局
　　　　　　　　電　話　047-436-3014　　ＦＡＸ　047-436-3013
　　　　　　　　Eメール　gikai-chosa@city.funabashi.lg.jp

イラストの
一面掲載は

今号が
  はじめてです！
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